
 あそかだより 

病院長 ご挨拶  
今年の7月、8月と暑い日々が続き、熱中症が心配となる今日この頃です。 

あそか病院は江東区住吉で昭和5年11月5日より診療を開始し、約88年経ちました。江東
区北部であそか病院は地域医療の一翼を担っています。近年、あそか病院は病棟・健診
センターを順次改装しています。外来棟について、今年後半に患者さんの要望を取り入
れて改装する予定です。すべての改装が完成すると、あそか病院のイメージは一新しま
す。さらに安全で安心できる医療機関として職員一同努力します。あそか病院のリ
ニューアルとともに病院の診療内容も日々新たになっています。地域の人たちに病院の
新たな診断機器や診療について、この度広報誌を発刊して、皆様に診療についてお知ら
せしたい。地域の人々にこの広報誌よりあそか病院の診療について周知できましたら幸
いに存じます。 今後とも地域の皆様に最適な治療を提供していきたい。   

（松川正明） 
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 診療科の紹介 

   スタッフの紹介 
 消化器内科 
 

松川 正明 医師 胃・大腸の内視鏡を行います。 
 
久保 定德 医師 総合内科の診察・治療をします。肝臓の専門医です。 
 
小熊 一豪 医師 ヘリコバクター・ピロリ菌感染の治療を行います。 
 
池田 晴夫 医師 内視鏡、腫瘍切除術、EMR、ESDが得意です。 
 
國田 康輔 医師 消化器疾患一般を診察させていただきます。 
 

 呼吸器内科・アレルギー内科 
 

木村 輝明 医師 アレルギー性疾患、喘息、呼吸器感染症、禁煙外来 
         の治療も行います。 
田崎 俊之 医師 COPD、喘息、呼吸器感染症、禁煙外来 
         睡眠時無呼吸症候群の治療も行います。 

 循環器内科 
 

佐藤 貴俊 医師 心臓疾患、高血圧、不整脈などを診察させていただきます。 
 

 糖尿病内科 
 

玉澤 敦子 医師 糖尿病の専門医です。丁寧な診察を心がけております。 
 

 一般内科・リウマチ内科 
 

陳 美霞  医師 内科全般を診察させていただきます。 
         中国語の対応もさせていただいております。 
荒井 完周 医師 リウマチを専門にさせていただいております。 
 

 非常勤 医師 

内科 

  

   内科の紹介 

   

当院の内科は医師、看護師、クラーク、補助で構成されており、地域に根付いたチーム医療を目
指しております。また、消化器・呼吸器・循環器・糖尿病の専門医が在籍しており、それ以外で
も内科的な疾患を診察・治療を行っております。 

   みなさまへ 

さらに詳しく知りたい方はこちらへ ⇒ 

当院の内科は、江東区の地域密着病院としてさまざまな方に
対応できるよう日々専門知識や技術の習得に励んでいます。
また、思いやりをもったあたたかい接遇を行い、患者さまに
平等な医療が提供できるように努力して参ります。 



                                  

   

正常な肝臓 

内科専門的検査・治療特集 

内視鏡検査について 

C型肝炎の治療（マヴィレット）について 

苦痛の少ない内視鏡検査を行います 
■ 内視鏡検査とは 
 

消化管の臓器をスコープといわれるカメラで高画質画像に
撮影し、さらに鮮明な動画撮影をすることにより疾患を正
確に検出、診断をしていきます。 
 

■ 内視鏡検査でわかること 
 

 ●上部消化管内視鏡（胃カメラ） 
 部位： 食道、胃、十二指腸 
 病気： 炎症、潰瘍、憩室、ポリープ、がん、ピロリ菌 
 症状： 腹痛、膨満感、胃の不快感、吐き気、嘔吐   
 

 ●下部消化管内視鏡（大腸カメラ） 
 部位： 大腸 
 病気： 炎症、潰瘍、憩室、ポリープ、がん 
 症状： 黒い便、下痢、便秘 
 

症状がある方は早めに受診をしましょう 
 

■ 問い合わせ先 

   0120-692-135（予約電話番号） 

■ C型肝炎とは 
C型肝炎とは、C型肝炎ウィルスが肝臓に感染し炎症を起こす病気です。C型肝炎は、いずれ
「肝硬変」や「肝がん」へ進行する可能性があります 
 
 
 
 

■ 治療の流れ 
 

医師による診察を行い、1日1回3錠を8週または12週、毎日服用し完治を目指していきます。 
 
 

■ 医療費の助成制度 
 

医療費の助成制度もございますので気になることがあれば遠慮なくご相談ください。 
 

■ 問い合わせ先  0120-692-135（予約電話番号） 

                         ※肝臓専門医師 久保 定德医師 水曜・金曜（金曜は午前のみ） 

1日1回 3錠を 8週または12週、毎日服用する！ 

平日：9：00-16：00  土曜日：9：00-11：00 

肝がん 慢性肝炎 肝硬変 

C型肝炎が原因

65％ 
年間死亡者数

約3万人 

平日：9：00-16：00 土曜日：9：00-11：00 



                                  
   

〒135-0002 東京都江東区住吉1-18-1  
TEL.03-3632-0290 (代表) 
http://hp.asokakai.or.jp 

平成３０年８月４日（土）に、曳舟文化センターにおいて「 第１回 伯鳳会グループ 学術発表会 
in Tokyo 」が開催されました。当日は関西、東京から約２００名の職員らが参加し、盛大な発表会と
なりました。診療、看護、在宅・訪問介護、栄養・ＮＳＴ、薬剤、放射線、臨床検査、リハビリテー
ション、臨床工学、感染防止・感染対策、救急医療、人材育成・教育の１２のカテゴリーに分かれ、伯
鳳会グループの病院、特別養護老人ホーム、訪問看護ステーション等の施設からあわせて２０演題の発
表がありました。当院からは放射線科と看護部から２演題発表を行いました。それぞれの臨床の現場か
ら課題を定義し、実践的に研究・観察を行い、結果や考察を導き出すという内容の濃い発表となりまし
た。結果は、最優秀賞が２演題ととてもレベルが高いものとなり、今回の発表内容は今後グループ内で
共有し、各現場においてフィードバックすることで、グループ全体の医療・介護の質を高めていけるこ
とと思います。 
 来年度の伯鳳会グループの学術発表会は、関西地区で開催が予定されています。今後このような学術
発表会へ積極的に参加し、質の高い医療・介護サービスの提供に努めてまいります。 

information 

『 第１回 伯鳳会グループ 学術発表会 in Tokyo 』 

受賞された職員の方おめでとうございます。 

あ そ か 二 ュ ー ス 

ペット紹介コーナー 
No1 

放射線科 Sさん宅 
ららちゃん 
 

 
名前 ： らら 

 

年齢 ： 6才 

 

性別 ： 男の子 

  

☆  特技  ☆  

Sさんのゆびをぺ

ろぺろすること。 
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【 受付・診療時間 】 
 

 

 

 

 

 

 

 

【 診療科 】 
内科、外科、脳神経外科、整形外科、耳鼻咽喉科、
皮膚科、眼科、泌尿器科、婦人科、歯科、リハビリ
テーション科、放射線科、救急診療 
※救急外来24時間対応 

【 交通 】 
■ JR  

総武線錦糸町駅下車南口 徒歩9分 
■ 都バス  

[錦22],[錦28],[東22] 住吉駅下車 徒歩5分 
[錦11],[錦13],[東20] 住吉駅1丁目下車 徒歩3分 
■ 地下鉄  

都営地下鉄新宿線住吉下車A2出口 徒歩5分 
半蔵門線住吉下車A2出口 徒歩5分 
 

社会福祉法人          
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受付時間 午前 午後 
 

 

 
 

 
 

月～金 
初診 8:30～11：00 13:00～15：30 

再診 8:30～11：30 13:00～16：00 
 
 

 
 

土 
初診 8:30～11：00 

再診 8:30～11：30 

左から伯鳳会 古城資久理事長、玄武会 古城尚子理事長 


